
朝うんちをしよう～排便習慣から見直す生活習慣～【岩手県】

背 景：学校評価アンケートにより、朝の排便習慣が確立していない児童が多いことが明らかに
なった。また、保健室利用の結果から便秘傾向による腹部症状を訴える児童も少なくなく、
排便習慣を含む生活習慣に課題を抱える児童が多い現状があった。

ねらい：基本的生活習慣のひとつである朝の排便習慣の確立と児童の健康管理能力の育成を目指す。
また、保護者・家庭と連携し、生活習慣の改善を図る。

■団体の名称 ■連携している団体

■背景・ねらい

■活動内容

■成果

宮古市立千徳小学校 宮古市立千徳小学校PTA
宮古市学校保健委員会
宮古ヤクルト販売株式会社
岩手県立宮古高等看護学院 その他

①学校評価アンケートによる状況把握
②養護教諭による保健指導
③宮古ヤクルト販売株式会社による
「おなか元気教室」開催（PTA参加者あり）
④夏休み中の「朝うんちチェックカード」
⑤小中合同学校保健委員会での学校医に

よる情報提供
⑥看護学校と連携した

排便習慣に関する保健指導

・学校と家庭で、体の仕組みや生活習慣について
情報を共有し、望ましい排便習慣や生活習慣に
ついて考えることができた。

・児童が自分の排便習慣を振り返り、体調不良と
の関連に気付くきっかけづくりをすることがで
きた。

・児童や保護者が、朝の排便習慣の大切さを知り、
「取り組んでみよう」という意識を持つことが
できた。(学校評価アンケートにおける保護者
の肯定的回答 R5：85.6％ → R6：89.5％)

・健康について、他人事ではなく自分事として捉
える経験により、児童の健康管理能力を高める
ことにつながった。

【保健指導後の
「朝うんちチェックカード」について】

①ここに、朝うんちのために心がけることを
設定する。

②守れたかどうか１週間チェックする。
（保護者がコメントするスペースを設けて、
家庭への意識づけを図る。）

【おなか元気教室】
排便の仕組みや排

便に関わる臓器につ
いて、教材を使用し
学習した。
(1年生が、小腸の長さを
体感している様子)


